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f (0;て)=1 および f (1;ち)=Xo
が得られる｡これは､すでに得られた結果と一致する｡さらに､モーメントの漸化式において､
n=2およびn=3とした式を解くと
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f (2;て)=Xo2 12+(a-2)exp (-7:/3)I
および
f (3;-7:)-X｡3 16+9(α-2)exp (-て/3)
+[β-6-9(α-2)]exp (一℃/2))
が得られる｡ ただし
f (2;0)=αx｡2 および f (3;0)-βx｡3
と置いた｡これらの式から明かなように､7:-∞のとき















































































Ⅰ=;(m (x)1n [m (x)△]+αm (Ⅹ)+βxm (x)Idx
O
を最小にする問題である｡これより､Ⅰを最小にするための必要十分条件は


















S(ち)-kNi1+ln(xo/ △) -b2; (m l/mo)2dx)+0(b3)
0
となる｡ これより､b≠0の場合には､bの正負にかかわらず､b2が増大するにつれて､エン
トロピー が減少する事がわかる｡従って､修正自由交換の場合のエントロピー は自由交換の場
合のエントロピー よりも常に小さいことになる｡
§7 結論
N人から成る社会において､各個人の間で富が交換されるときの富の分布の変化を表す基礎
方程式が与えられた｡そして､それを解くことにより次の事がわかった｡
(1)最も束縛の少ない自由交換の場合には､初期分布の如何に係わらず､富の分布はランダ
ム分布へ収束することによって平衡状態に達する｡また､それに伴ってエントロピー は｣掛こ
増大し､平衡状態において最大となる｡
(2)二人の個人が両者の富の平瑚直を分け合うような交換が行われる平均交換の場合には､
初期分布の如何に係わらず､富の分布は一様分布へ収束することによって欄 犬態に達する｡
そして､エントロピー は一般に減少する｡
(3)自由交換を修正して得られる一つの修正自由交換の場合には､初期分布の如何に係わら
ず､富の分布は交換規則の修正の程度によって決まる特定の分布へと収束し､平衡状態に達す
る｡また､エントロピー は修正の仕方の如何に係わらず､自由交換の場合のエントロピー より
も小さい｡
(4)孤立した社会において､個人間で富が交換される場合に､社会の内部状態を表す量の一
つのエントロピー は､交換確率の与え方によって､増大する場合もあるし減少する場合もある｡
従って､社会の統計的性質を解明する目的のためには､エントロピー と並んで交換確率を用い
ると便利である｡
以上のように､N人から成る社会では､個人間における富の交換によって富の分布が変化す
る事が明かになったが､その際富の交換規則が重要な影響を与えることがわかった｡ただし､
ここで述べたモデル社会は非常に単純化されたものである｡しかし､それが単糸斬ヒされたもの
であるが故に､原因と結果の相関が極めて明瞭に理解されるという利点がある｡この結果を基
礎として､もっと現実的な社会に近いモデルの研究が期待される｡また､この論文のテーマは
経済学の問題であるが､それは統計物理学の基礎とも関連があり､その分野にも新しい風を吹
き込む契機となるかも知れない｡
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